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１ とやま未来創生戦略の概要

人口減少自体への対応 人口減少社会への適応

・希望出生率と現状のギャップ

・晩婚化と未婚化の進行

・若者、女性の転出超過

・産業経済の活性化の必要性

・生産年齢人口の大幅な減少

・生産性向上の必要性

・地域コミュニティの弱体化

・人口減少による様々な影響

女性・高齢者など
 結婚・出産・子育ての

 願いが叶う環境整備

自然減の歯止め

 産業振興、若者等の
 雇用創出、観光振興、
 県内への移住促進

社会増への転換

 若者・女性・高齢者
など多様な人材の確保
と労働生産性の向上

労働力不足への対応

 活力あるまち・健や
 かな暮らし・未来を
 担う人づくり

地域の総合力アップ

基本目標 ３ 基本目標 ４基本目標 ２基本目標 １

第２期
とやま未来
創生戦略

・まち・ひと・しごと創生法に基づき策定した、本県の実情に応じた
地方創生についての基本的な計画。

・地方創生関係交付金（デジタル田園都市国家構想交付金）の申請に
必要となる。

計画期間 ６年間（令和２年度～令和７年度） 〔第１期戦略：H27～R1（５年間）〕

コンセプト
人口減少を克服し､自然､文化､産業など特色・強みを活かし持続可能
で活力ある未来の創造
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１ とやま未来創生戦略の概要（体系）

区分 基本目標 具体的な施策

人口減少自体
への対応 結婚・出産・子育ての願

いが叶う環境整備

１ 結婚から子育てまで切れ目のない支援による少子化

対策の推進

２ 働き方改革を通じたゆとりある生活の実現による少子

化対策の推進

産業振興、若者等の雇用

創出、観光振興、県内へ

の移住促進

１ 産業・地域経済の活性化

２ 若者や女性がいきいきと働き暮らせる魅力ある地域づ

くり

３ 観光の振興

４ 移住・定住の環境づくり、関係人口の創出・拡大等

人口減少社会
への適応 若者・女性・高齢者など

多様な人材の確保と労働

生産性の向上

１ 若者や女性が輝いて働ける環境づくり

２ 高齢者等が能力を発揮して活躍できる社会の実現

３ 外国人材活躍の促進と多文化共生の地域づくり

４ 多様な人材の確保・育成と労働生産性の向上

活力あるまち・健やかな

暮らし・未来を担う人づ

くり

１ 交通ネットワーク整備と活力あるまちづくり

２ 人生100年時代を見据えた人づくり

３ 持続可能で安心して暮らせる地域の環境づくり

４ 豊かで魅力ある中山間地域の実現

基本目標１

基本目標２

基本目標３

基本目標４
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PDCAサイクルによる
戦略の実効性の確保

１ とやま未来創生戦略の概要（PDCAサイクルのイメージ）

戦略策定
（PLAN）

「とやま未来創造県民会議」、
タウンミーティングやパブ
リックコメントなど幅広い意
見を聴き、戦略を策定

施策の実施
（DO）

「第２期とやま未来創生戦
略」に基づく各種施策の集中
的な取り組み（R2～R7年度
6ヵ年間）

改善
（ACTION）

評価結果を踏まえた施策の見
直し

本日の会議

効果の評価・検証
（CHECK）

「重要業績評価指標（KPI）」
の進捗・達成状況を外部有識
者等により客観的に評価・検
証
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○「病児・病後児保育実施箇所数」など、着実に増加している
指標がある一方で、「妊娠11週以下での妊娠の届出率」や
「６歳未満の子どもを持つ夫婦の育児・家事関連時間」など、
進捗はみられるものの、目標値の達成に向けて一層の努力が
必要（要努力）である指標が多い。

○要努力としたKPIを中心に、目標値の達成に向け、引き続き、
市町村や県内企業など関係機関と連携しながら、結婚・出
産・子育てしやすい環境の整備に向け、各種施策に取り組ん
でいく。

２ 数値目標・KPI（重要業績評価指標）の進捗状況基本目標１

既に達成 達成可能 要努力 達成困難

３ １ ７ ０

ＫＰＩの状況（令和６年度末時点）

進捗状況及び今後の方向性

・平均初婚年齢

・未婚率（25歳～29歳）

・未婚率（30歳～34歳）

・妊娠11週以下での妊娠の

届出率

・３歳児健康診査受診率

・従業員51人～100人の企業

のうち一般事業主行動計

画を策定し、国に届け出

た企業の割合

・６歳未満の子どもを持つ

夫婦の育児・家事関連

時間（１日あたり）

「要努力」としたKPI

5



２ 令和７年度の主な事業

■結婚・妊娠・出産支援

‣安心な妊娠出産包括支援推進事業（遠方の分娩施設で出産する妊婦への交通費等の支援など妊産婦

が安心して妊娠、出産できるよう支援体制を構築）

‣「福利厚生×出会い応援」官民連携事業（従業員の出会いや結婚を応援する企業等を支援するため、

福利厚生サービスとして県内企業等が活用できるマッチングアプリを構築）

■家庭・地域における子育て支援

‣とやま親学び充実事業（多様化する現代の子育てに対応した親学びプログラムの作成や、より多く

 の保護者の参加を促す取組みに重点を置いた親学びの推進）

‣こどもの居場所づくり支援事業（様々な困難を抱えるこどもの居場所を運営する民間団体の取組み

を支援するほか、フリースクール等の運営実態調査を実施）

‣「福利厚生×家事支援」普及啓発事業（働く世代の家事負担の軽減を図るため、県内企業の福利厚
生による家事支援サービスの普及促進に向けた啓発セミナーを開催）

■働き方改革の推進

‣アンコンシャスバイアス・アンバサダー強化事業（職場や地域における行動の促進）

‣「健康経営」普及支援事業（健康経営企業大賞の表彰や事例発表、個別相談会を実施）

■男性の家事・育児参画の促進

‣男性の育児休業取得促進事業（男性の育児休業取得を促進するため、育児休業を取得した男性従業

員を雇用する中小企業等に対し助成金を交付）

基本目標１
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○「産学官連携によるアルミやヘルスケアコン
ソーシアムの研究(技術)開発件数」などの富山
の強みを生かした成長産業関係、「企業立地件
数」などの企業立地関係、「競争的資金の獲得
数」などの高等教育機関の魅力向上に関する指
標は順調に推移している。

○観光や中小企業の振興、富山のブランド力アッ
プ関係などで一層努力を要する指標が多い。今
後は、官民が連携し産業振興、観光振興の取組
みを重点的に推進していく必要がある。

２ 数値目標・KPI（重要業績評価指標）の進捗状況基本目標２

既に達成 達成可能 要努力 達成困難

１１ １６ ２９ ０

ＫＰＩの状況（令和６年度末時点）

進捗状況及び今後の方向性

・医薬品生産金額
・従業員1人当たり付加価値額（製造業）
・県内中小企業(製造業)の従事者１人あたりの付加価値額
・首都圏をはじめとする県の中小企業販路開拓支援事業
における商談成約金額実績

・海外展示会・見本市出展企業数
・特定業務施設整備計画認定企業における認定件数
・新規就農者数 ・６次産業化の販売額
・沿岸漁業の生産量
・県産6魚種及び栽培漁業対象種の産出額（税抜）
・水産エコラベルの認証数
・県内の農林水産物・食品関連事業者の輸出金額の合計
・一般廃棄物循環利用率
・県内初の地熱発電所（バイナリー式発電含む）の建設
・県内大学等新規学卒者の県内就職率
・県外出身の県内大学等卒業生の県内就職率
・管理的職業従事者に占める女性の割合
・専門的・技術的職業従事者のうち研究者及び技術者に
おける女性の割合

・県内に自信をもって誇れるものがたくさんあると思う
人の割合

・まちづくり総合支援事業において民間事業者が取り組む地域数
・住みよさランキング ・観光消費額
・延べ宿泊者数 ・旅行者満足度
・延べ外国人宿泊者数 ・コンベンション参加者数
・アンテナショップへの来店者数
・「越中富山幸のこわけ」商品の売上額
・「べつばら富山」商品の売上額

「要努力」としたKPI
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■産業振興・地域経済の活性化

‣産学官オープンイノベーション推進事業（ものづくり産業未来戦略に基づく成長産業分野及びサー

キュラーエコノミーに関する研究会活動の実施や新製品、新技術の研究開発を支援）

■中小・小規模企業の振興

‣中小企業デジタル変革推進事業（各種の講座の開催等を通じたデジタル化の状況に応じた段階的な支

援を実施するとともに、関係機関との連携等による相談・伴走支援体制を強化）

■農林水産業の振興

‣とやまの農業者応援プロジェクト事業（生産コスト高騰など厳しい状況に置かれる県内農業者への消

費者の理解促進のため、農業者と消費者の交流や生産コストの啓発等を実施）

■環境・エネルギー

‣カーボンニュートラル戦略推進事業（脱炭酸型ライフスタイルの普及や

 小水力発電の導入に向けたマッチングを支援）

■若者・女性の就業支援・県内定着の促進

‣起業なら富山！創業・移住支援事業（魅力的で地域活性化に貢献するビジネスの起業・移住に必要な

経費を助成）

‣「富山で働こう」キャンペーン事業（若年層の中途人材の全国的な獲得競争の激化を踏まえ、首都圏

で働く若者に対して県内企業での就職を促すキャンペーンを実施）

■観光の振興

‣高付加価値宿泊施設整備支援制度の創設（県内の持続可能な観光地域づくりを推進するため、高付加

価値旅行者向け宿泊施設の整備を支援）

基本目標２２ 令和７年度の主な事業
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○全体として概ね順調に進捗しており、特に、若者や女性、高齢者、障害者など、多様な人材
が輝き能力を発揮して活躍できる環境づくりに関するKPI（「30～34歳の女性の就業率」、
「65～69歳の就業率」、「障害者雇用率達成企業割合」、「アセアン留学生受入数」など）
については、既に達成や達成可能となっている。

○一方で、計画期間中にコロナ禍の影響もあり、当初の見込みを下回って推移しているものや、
一時的に目標値を達成したものの、数値を維持するためには更なる取組みが必要なもの（県
内外国人留学生の県内就職数）など、目標達成に向けて努力を要する指標もある。

○生産年齢人口の減少が見込まれる中、本県の産業経済が持続的に発展できるよう、引き続き、
多様な人材の確保・育成や県内企業の労働生産性向上のために必要な施策を推進していく。

２ 数値目標・KPI（重要業績評価指標）の進捗状況基本目標３

既に達成 達成可能 要努力 達成困難

６ ２ ３ ２

ＫＰＩの状況（令和６年度末時点）

進捗状況及び今後の方向性

・審議会等における女性委員の割合
・とやま起業未来塾修了生の創業等済率
・年平均新設事業所数のうちサービス業の数

・エイジレス社会リーダー養成数（累計）
・県内外国人留学生の県内就職数

「要努力」としたKPI

「達成困難」としたKPI
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２ 令和７年度の主な事業

■若者や女性が輝いて働ける環境づくり

‣女性の活躍促進官民連携事業（女性が働きやすい職場環境づくりを推進するため、官民が連携して

「女性の活躍促進官民連携会議」を新たに設立し、優れた取組みの横展開を実施）

‣大学生キャリア形成の変容に係る意識調査事業（県外に進学した本県出身の学生の就職やキャリア

形成に関する意識変容調査を実施）

■誰もがいきいきと働き活躍できる場の創出

‣非正規雇用労働者正職員就職フェア事業（正規雇用を希望するすべての世代の求職者を対象に、正社
員を求める企業とマッチングできる機会を創出）

‣ウェルビーイング経営推進事業（県民のウェルビーイング向上につなげるため、県内企業の経営者を

対象にウェルビーイング経営セミナーを開催）

■多様な人材の確保・育成と労働生産性の向上

‣未来を拓くとやまグローバル人材育成事業（地域の課題に対しグローバルな視点で主体的に取り組む

人材育成を図るため、高校生の海外留学を産学官一体で支援）

‣外国人介護人材獲得強化事業（外国人の介護人材を確保するため、介護福祉士養成校や介護事業所が

行う海外現地における人材確保の取組みに対する支援を実施）

‣建設みらい人材活躍支援事業（建設業における技術者不足や業務負担の解消を図るため、ITとコミュ

ニケーションスキルで現場を支える新しい人材の育成等を支援）

‣富山県DX推進人材確保・育成事業（社会情勢の急速な変化の中で、複雑化・高度化する行政課題に対

応するため、DXを積極的に推進できる組織となるよう人材確保・育成を実施）

基本目標３
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・耐震対策を実施した橋梁数 ・富山空港国内・国際路線の利用者数
・中心市街地の歩行者通行量
・TOYAMA Free Wi-Fiのアクセスポイント（AP）の数
・スポーツ指導者数 ・市町村がん検診受診率 ・自殺死亡率
・80歳で20本以上の自分の歯を有する者の増加
・認定看護師数 ・介護サービスにおける介護職員数
・富山型デイサービス施設設置件数
・ケアネット活動の取組み地区数 ・特別養護老人ホーム待機者数
・児童生徒の朝食の欠食割合 ・18･19歳の投票率
・全国学力・学習状況調査における正答率 ・いじめの解消率
・私立高等学校への経常費補助金の補助単価水準
・将来の夢や目標をもっている子どもの割合
・国民スポーツ大会等の全国大会における入賞者数
・ボランティア活動者 ・NPO法人認証数
・リカレント教育に取り組む県内社会人の割合・県民カレッジ受講者数
・公民館における地域課題の解決に向けた学びや自然体験・ふるさと学
習への参加人数
・県立美術館・高志の国文学館等の年間来館者数
・富山県内で行われる芸術文化活動の創造に参加する外国人アーティス
トの人数
・住宅の耐震化率 ・高齢者が居住する住宅のバリアフリー化率
・地域活動に参加している人の割合
・学校給食で年間に提供した野菜、果物等に占める県産食材の
活用割合

・公共土木施設における長寿命化計画の見直し数
・犯罪発生率 ・中山間地域におけるケアネット活動の取組地区数

・伏木富山港の外貿コンテナ取扱個数
・認知症高齢者グループホームの床数
・狩猟免許所持者数

○「環境保全活動への取組み者数」などの快適な
環境づくりや「自主防災組織の組織率」、「交
通人身事故の発生件数」などの安全・安心の確
保の分野で、順調に進捗している。

○一方、「児童生徒の朝食の欠食割合」や「いじ
めの解消率」をはじめとした子どもをめぐる環
境の整備や、「市町村がん検診受診率」などの
健康寿命の延伸に関する分野などで、一層の努
力を要する指標がある。

○今後も、「人生100年時代」を見据えた人づく
り、活力があり持続可能で安心して暮らせる地
域づくりの実現に必要な施策を推進する。

２ 数値目標・KPI（重要業績評価指標）の進捗状況基本目標４

既に達成 達成可能 要努力 達成困難

１６ ２５ ３４ ３

ＫＰＩの状況（令和６年度末時点）

進捗状況及び今後の方向性

「要努力」としたKPI

「達成困難」としたKPI
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■交通ネットワークの整備

‣公共交通人材確保・定着事業（公共交通サービスの維持のため、運転手等の人材の確保・定着に向け

た取組みを実施）

‣交通まちづくり参画促進事業（駅や公共交通を中心としたまちづくりを推進するため、公共交通の活

性化に向け住民等の参画を促進）

‣地域共創型移動サービス推進事業（生活圏内の身近な移動手段の確保に向け、地域の関係者の共創に

よる持続可能な移動サービスの立上げに向けた取組みを支援）

■人生100年時代を見据えた人づくり

‣口腔機能等行動変容促進事業（歯科疾患やオーラルフレイル予防のための普及啓発の実施）

‣PFSを活用した特定保健指導実施率向上支援事業（特定保健指導の実施率を向上させるため、PFS（成
果連動型民間委託）を活用し、市町村の指導体制を支援する事業を実施）

■持続可能で安心して暮らせる地域づくり

‣交通安全施設の改良整備費（子供や高齢者をはじめとした歩行者等の安全・安心の確保を図るため、

信号機のLED化、信号制御機のデジタル化更新等を実施）

‣クマ指定管理鳥獣総合対策事業（ツキノワグマによる人身被害を防止するための専門チームによる捕

獲等を実施）

■豊かで魅力ある中山間地域の実現

‣中山間地域チャレンジ支援事業（中山間地域の活性化のため、集落や団体、企業等が地域の実情に応

じ創意工夫を活かして行う試行的活動を支援）

‣富山で輝け！地域おこし協力隊受入促進事業（地域おこし協力隊の受入促進のため、隊員の募集から

任期中の活動を支援するとともに県外に向けた協力隊の活動に関する情報発信を実施）

基本目標４２ 令和７年度の主な事業

12


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

